
－4－

 パイプハウスの被害は４つのパターン 

パイプハウスの補強を行う 



－5－

追  必要に応じて追加する補強 

補強の種類 

必要な補強 

想定事例１ 

※接続部のつぶし加工をすると想定強度を得られないので注意 



－6－

追  必要に応じて追加する補強 

補強の種類 

必要な補強 

想定事例２ 

※台風の風向きは変化しますので、想定事例１と併せた補強（タイバー等）を行いましょう。 

Moriyama et al. (2010) T.ASABE,53(2) 

スプリングによる固定 

パッカーによる固定 

※簡易コンクリート基礎は、土質によっては水を含むと引き抜き耐力が低下するので注意 



－7－

  チェックリストを確認し、ハウス内への風の吹きこみを防止する。 

JA全農資料より 

<暴風圏に入ることが予想される場合>       
 
タイバー、斜材によるX型補強を施したハウスでまず行うこと 
 

●講じる対策 

 パイプハウス内への風の吹きこみを防止する 


